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交付対象者
・多可町に住所をおいている人。
・令和３年６月１日から令和４年２月28日までの間
　に、加西・多可健幸アプリでポイントを取得した人
付与ポイント
　加西・多可健幸アプリで取得したポイント分（上限あり）を付与
　※マイナポイントに申請した場合、商品券申請はできません。

加西・多可健幸アプリのポイントを移行

GET！２

（仮称）生涯学習センター建設基本計画

検討委員会から答申を受けました

　町では、生涯学習に関する情報提供機能、学習スペースや交流機能、
図書館などを備えた（仮称）生涯学習センターを整備するため、検討委員
会に建設基本計画の策定を諮問し、検討を進めていただきました。
　検討委員会では、昨年６月以降８回の検討委員会、７回の作業部会を
開催し、視察研修も実施しました。また、中学生サミットへの参加や多
可高校生とのワークショップを開催し、これから施設を使ってもらう若
い世代の意見を積極的に取り入れました。
　検討委員会では検討内容を答申書として取りまとめ、昨年12月２日に
町長が答申を受けました。
　町では今後、答申内容を尊重して建設基本計画（案）を策定します。
　建設基本計画（案）策定後には、住民説明会やパブリックコメントを実
施する予定です。

自主的な町民
の活動や学び
の場 簡易な喫茶コ

ーナーを含む
多目的フロア

子育て世代が
活用できる授
乳室、保育室

男女共同参画
推進室

防音機能の
ある音楽室

検討委員会での意
見はホームページ
で公開中！

■問合先　生涯学習課　☎（32）5122

▲答申書に署名する小嶋明委員長

[答申の主な内容]

基本理念
　地域社会の中でみんなに出番があるように、生涯
にわたって知識を深めるための居場所や集える場の
整備をめざす。

必要な機能
■学びの広場（図書館を中心に、学びの場を提供す
る機能）
図書館、会議室、DIY室、音楽室、男女共同参画
・多文化共生コーナー、自習勉強室など
■交流の広場（交流スペースを中心に、語らい・つ
ながりを創造する機能）
交流スペース、キッズスペースなど
■表現の広場（多目的ホールを中心に、学習成果を
発表・表現する機能）
多目的ホールなど

建設候補地
アスパル・子育てふれあいセンター・中央公園の

周辺（他の施設と連携して活動エリア（ゾーン）が形成
できる場所）

[答申書に添えられた具体的な提案]
・生涯学習を通じたまちづくりの拠点施設とするた
め、名称を「（仮称）多可町生涯学習センター」から

　「多可町生涯学習まちづくりプラザ」へと変更
・「住民の、住民による住民のための学びの場」を実
　現するため、町民が運営に主体的に参加できる体
　制づくりの検討（運営組織の立ち上げなど）
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答申書を提出する宮崎和明委員長（右）

今月は『財政面』をピックアップ！
　住民説明会で保護者の方から、学校の存続・維持、学校の統
合にかかるコスト（費用）について説明をしてほしいという意見
がありました。学校施設を維持管理するために、今後どれくら
いコストがかかるのか、40年間を目安に試算しています。

　（「多可町学校施設等長寿命化計画」参照

つの小･中学校をそのまま維持したら？

40年間　総額174億円

つの中学校をそのまま維持したら？

40年間　総額８３億円

３つの中学校を　　つに統合したら？

つの小学校をそのまま維持したら？

40年間　総額９１億円

５つの小学校を　　つに統合したら？

８つの小･中学校を　　つに統合したら？

総額
５２～７９億円の
コスト削減

総額
１１～２８億円の
コスト削減

総額
4１～5１億円の
コスト削減

　試算額には、将来的な建て替えや大規模改修、光
熱水費などのランニングコストも含みます。
　コスト面から考えると、統合の効果は大きいと言
えますが、教育委員会では、あくまで子どもたちにと

ってよりよい教育環境の確保を優
先して検討を進めています。

40年間　総額５５億～７２億円

３

５

８

※建設場所によって事業費に幅はあります。

詳しくは
ホームページで

▲答申を手渡す公募委員・子育て世代委員

※学校の新築または改修、維持管理（光熱水費・修
繕等）、通学バス補助など

※学校の建て替え、改修、維持管理（光熱水費、
修繕等）など

※学校の規模によって事業費に幅があります。

40年間　総額４０億～５０億円

40年間　総額９５億～１２２億円


